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第１１回「エネルギー利用」技術作品コンテストの概要

１．「エネルギー利用」技術作品コンテストの実施にあたって
日本産業技術教育学会会長　橋　本　孝　之

こどもたちの遊びに「ものづくり」の要素が多くあった時代では、遊びの中で鍛えられた

「ものづくり」の原体験があったからこそ、学校で学んだ原理や法則などの知識も生活に結び

ついた知識として吸収できたものでした。しかし、現代のこどもたちにはそのような原体験が

少なくなっています。「ものづくり」の実体験がなければ、「なぜ？」、「どうして？」と感じる

ことや「すごい」、「おもしろい」、「やりたい」という感覚に火を付けることもありません。そ

れゆえ自ら「ものづくり」にチャレンジし、「どのようにすれば」と考える機会も激減してい

ます。「ものづくり」体験の希薄化が避けて通れない時勢であるからこそ、義務教育段階での唯

一の「ものづくり」を中心とした教科である中学校技術・家庭科の技術分野の意義は、益々大き

くなっていると言えるでしょう。具体的には、技術科における「ものづくり」体験を通して、

・技術に関わる基礎的・基本的な知識・技能の習得

・技術的な課題を解決する力の育成

・創意・工夫する力の育成

・製品や技術に対して評価する力の育成

・技術を適切に活用する力の育成

・安全性を判断する力の育成

・生産、消費、廃棄に対する技術的な倫理観の育成

・日本人の特長といわれていた器用さ（巧緻性）の育成

・自らを律しつつ、計画的に行動を継続する態度の育成

・勤労観・職業観、協調性の育成

・互いに協力し、助け合う心や達成感・自己効力感などの心の育成

・自然への畏敬の念と人としての健全な成長

などが図れると考えています。

日本産業技術教育学会は、技術科の教員の養成を主務とした教員養成大学・学部の教員、中

学校技術科や工業高校の教員などから構成され、毎年このコンテストを主催しております。こ

のコンテストは、児童・生徒たちが技術的な視点をもって自発的に「ものづくり」に取り組め

る環境(機会)を提供すること、ならびに技術教育に対する国民的理解の浸透を目的としており

ます。具体的には、技術の活用に重要な働きをしているエネルギーを主テーマとして、風力、

太陽光、電力などのエネルギーリソースを用いた作品を対象に、製作目的や有する機能、製作

時に用いた材料や加工法(精度)、機構や力学的知識の反映、創意・工夫などの視点から総合的

に評価しております。
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優秀作品は、日本産業技術教育学会、全日本中学校技術・家庭科研究会に加えて、文部科学

省、経済産業省、特許庁、中小企業庁、独立行政法人科学技術振興機構、社団法人日本機械学

会、社団法人電気学会、社団法人軽金属学会、社団法人全国中学校産業教育教材振興協会、財

団法人大阪科学技術センター、社団法人日本アルミニウム協会などから表彰されます。

このコンテストが、児童・生徒の「エネルギーに対する関心と理解」、「エネルギーを工夫し

て利用する力」の向上に寄与すると共に、「技術教育の意義に対する国民的啓発」となること

を心から祈念しております。

２．募集の対象
小学校、中学校、高等学校、高等専門学校（３年生以下）の在学中に、児童、生徒が個人ま

たは団体で製作し、学校（教師）の確認と推薦を受けた作品を対象とします。小学校・中学校

の卒業生（卒業後１年以内）または高等専門学校の４年生であっても、平成20年３月までに製

作した作品であれば、その後の変更や改良を加えられていないことを学校（教師）が保証した

ものに限り応募できます。

３．審査要領
３．１　審査要領

審査は、一次審査および二次審査からなります。一次審査においては、提出して頂いた

書類を下記3.2の審査基準に基づいて審査をします。二次審査では、提出書類および一次審

査の結果に応じて応募者が提出された作品の現物を、下記3.2の審査基準ならびに3.3に示

す観点に基づいて総合的に審査をします。

３．２　審査基準

審査基準（１）作品自体の独創性やその製作過程で工夫し、創造した様子がわかる。

審査基準（２）製作の動機や使用目的が明確である。

審査基準（３）身のまわりにあるエネルギーを利用する作品になっている。

審査基準（４）作品を展示するとき、作品を操作するときに安全である。

審査基準（５）作品に含まれる技術的な観点がわかりやすく説明されており、仕上がりが

粗雑でない。

３．３　各賞の選考の観点

文部科学大臣賞

技術教育への寄与が顕著である作品（技術教育振興の観点）

中・高の個人・団体各２点　計４点

技術教育への寄与が顕著である作品（工夫・創造技術の観点）

中・高の個人・団体各２点　計４点

経済産業省製造産業局長賞 小・中・高　各１点　

産業を意識し創意工夫に優れた作品　　　　　　　　　　
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特許庁長官賞 中　１点

製作過程で工夫し創造した様子がわかり、発明につながる優れたアイデアを含んだ作品

中小企業庁長官賞 小・中・高　各１点　

技術的なものづくりの振興並びに技術教育振興への寄与が顕著である作品

独立行政法人科学技術振興機構理事長賞 小・中・高　各１点　

科学技術並びに技術教育への寄与が顕著である作品

日本産業技術教育学会会長賞 小・中・高　各１点

技術教育研究への寄与が顕著である作品

全日本中学校技術・家庭科研究会会長賞 中　若干数

中学校における技術教育実践への寄与が顕著である作品

社団法人日本機械学会会長賞 小・中・高　各１点

創造性を発揮して、機械に関わる物として製作を行い、学術的にも優れている作品

社団法人電気学会会長賞 小・中・高　各１点

創造性を発揮して、電気に関わる物として製作を行い、学術的にも優れている作品

社団法人軽金属学会会長賞 小・中・高　各１点

創造性を発揮して、アルミニウムやその合金等に関わる物として製作を行い、学術的にも

優れている作品

社団法人全国中学校産業教育教材振興協会理事長賞 中　１点

中学校における技術教育への寄与が顕著である作品

財団法人大阪科学技術センター会長賞 小・中・高　各１点

科学技術・産業技術を効果的に使用し、夢のあるアイデアを含んだ作品

社団法人日本アルミニウム協会会長賞 中　１点

アルミニウムの有する優れた性質を活かした作品

日本産業技術教育学会奨励賞 若干数

アイデアが豊かで工夫されている作品

日本産業技術教育学会努力賞 若干数

技術の学習に熱心であったと認められる作品

日本産業技術教育学会特別賞 若干数

本コンテストを通して技術教育の振興に功績があった指導教諭

４．共催・後援・協賛頂いた機関・団体
主催：日本産業技術教育学会

共催：全日本中学校技術・家庭科研究会

後援：文部科学省、経済産業省、特許庁、中小企業庁、独立行政法人科学技術振興機構、国

立大学法人大阪教育大学、大阪府教育委員会、大阪市教育委員会、柏原市教育委員会、

社団法人日本機械学会、社団法人電気学会、社団法人軽金属学会、社団法人全国工業

高等学校長協会、社団法人全国中学校産業教育教材振興協会、日本産業教育振興協同

組合、財団法人社会経済生産性本部エネルギー環境教育情報センター、財団法人大阪
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科学技術センター、社団法人日本アルミニウム協会

協　賛：大阪ガス株式会社、開隆堂出版株式会社＊、株式会社アールティ＊、株式会社イスペ

ット、株式会社キトウ＊、株式会社トップマン＊、株式会社日刊工業新聞社＊、株式会

社ニッセイ、川田理工、関西電力株式会社＊、教育図書株式会社＊、ＫＤＤＩ株式会

社＊、古賀印刷株式会社、コニシ株式会社＊、財団法人社会経済生産性本部エネルギ

ー環境教育情報センター＊、サンハヤト株式会社＊、島屋器械株式会社、新日本製鐵

株式會社、電気事業連合会＊、ＴＯＡ株式会社、トップマンナガタ教材株式会社、ナ

ガタ産業株式会社＊、日東電機産業株式会社、日本産業教育振興協同組合＊、パナソ

ニックシステムソリューションズジャパン株式会社、久富電機産業株式会社、山崎教

育システム株式会社＊、有限会社アダプテックス、和歌山県木材協同組合連合会（五

十音順、＊広告掲載あり）

５．役　　員
１）実行委員会

実行委員長　山　本　　　勇（大阪教育大学准教授）

実行副委員長 吉　田　　　誠（奈良教育大学准教授）

委　　　員　長　田　有　弘（（社）全国中学校産業教育教材振興協会理事、ナガタ産業株式会社代表取締役社長）

委　　　員　藤　田　眞　一（（社）全国中学校産業教育教材振興協会理事、株式会社イスペット代表取締役社長）

委　　　員　上　田　　　学（大阪教育大学附属天王寺中学校教諭）

委　　　員　浅　田　儀　博（大阪教育大学附属平野中学校教諭）

委　　　員　北　川　雅　尚（奈良教育大学附属中学校教諭）

２）支援委員会

橋　本　孝　之（日本産業技術教育学会会長、大阪教育大学教授）

山　下　晃　功（日本産業技術教育学会副会長、島根大学教育学部教授）

安　東　茂　樹（日本産業技術教育学会副会長、京都教育大学教授）

谷　口　義　昭（日本産業技術教育学会近畿支部支部長、奈良教育大学教授）

池　際　博　行（日本産業技術教育学会近畿支部前支部長、和歌山大学教授）

高　田　博　史（日本産業技術教育学会庶務理事、大阪教育大学教授）

３）一次審査委員会

審査委員長　安　東　茂　樹（日本産業技術教育学会副会長、京都教育大学教授）

委　　　員　橋　本　孝　之（日本産業技術教育学会会長、大阪教育大学教授）

委　　　員　吉　田　　　誠（実行副委員長、奈良教育大学准教授）

委　　　員　長　田　有　弘（（社）全国中学校産業教育教材振興協会理事、ナガタ産業株式会社代表取締役社長）

委　　　員　上　田　　　学（実行委員、大阪教育大学附属天王寺中学校教諭）

委　　　員　浅　田　儀　博（実行委員、大阪教育大学附属平野中学校教諭）

委　　　員　北　川　雅　尚（実行委員、奈良教育大学附属中学校教諭）

４）二次審査委員会

審査委員長　安　東　茂　樹（日本産業技術教育学会副会長、京都教育大学教授）



― 6 ―

委　　　員　上　野　耕　史（文部科学省初等中等教育局、教科調査官）

委　　　員 有　馬　伸　明（経済産業省製造産業局参事官室、参事官補佐）

委　　　員　瀧　内　健　夫（特許庁総務部企画調査課、知的財産活用企画調整官）

委　　　員　浦　塘　弘太郎（中小企業庁経営支援部創業・技術課）

委　　　員　渡　邉　辰　郎（（社）日本機械学会技術と社会部門第83期部門長、東京大学特任研究員）

委　　　員　藤　枝　　　博（（社）電気学会、ＩＥＥＪプロフェッショナル）

委　　　員　南　埜　宜　俊（（社）軽金属学会理事、大阪大学教授）

委　　　員　関　　　　　實（（社）日本アルミニウム協会、大阪支部長）

委　　　員　藤　田　眞　一（（社）全国中学校産業教育教材振興協会理事、株式会社イスペット代表取締役社長）

委　　　員　橋　本　孝　之（日本産業技術教育学会会長、大阪教育大学教授）

委　　　員　吉　田　　　誠（実行副委員長、奈良教育大学准教授）

委　　　員　上　田　　　学（実行委員、大阪教育大学附属天王寺中学校教諭）

委　　　員　浅　田　儀　博（実行委員、大阪教育大学附属平野中学校教諭）

委　　　員　北　川　雅　尚（実行委員、奈良教育大学附属中学校教諭）

オブザーバー 平　尾　健　二（平成21年度エネコン実施担当者、福岡教育大学准教授）

オブザーバー 大　内　　　毅（平成21年度エネコン実施担当者、福岡教育大学准教授）

６．応募作品の特徴と受賞数
今回の応募作品数は837作品（小学校16作品、中学校809作品、高等学校12作品）でした。こ

れらの作品について、 エネルギー源の種類、 エネルギー変換後の種類、 用途・

目的、 学年について整理したところ、

作品で使用されているエネルギー源の種類

電力（535）、太陽光（167）、風力（48）、バイオ（11）、その他（76）

エネルギー変換後の種類

動力（479）、光（153）、風力（74）、観賞用（54）、音（44）、電力（37）、熱（27）、

振動（１）、その他（53）

作品の用途・目的

走るもの（387）、家電製品（96）、照明（119）、発電（30）、センサー（29）、調理（14）、

おもちゃ（11）、その他（99）

学年

小１（12）、小２（１）、小３（０）、小４（０）、小５（０）、小６（３）、

中１（89）、中２（235）、中３（480）、高１（１）、高２（３）、高３（８）

の結果を得ました。なお、（ ）内の数字は件数あるいは人数を示していますが、ひとつの

作品で複数のエネルギー源、用途・目的を持ったものがありましたので、（ ）内の数字の合

計は作品総数と一致しません。

応募総数837作品の内、１次審査を通過した作品は140作品で、その内訳は小学校が16作品、

中学校が113作品、高等学校が11作品でした。それらの入選作品から、文部科学大臣賞、経済

産業省製造産業局長賞、特許庁長官賞、中小企業庁長官賞、独立行政法人科学技術振興機構理
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事長賞、日本産業技術教育学会会長賞、全日本中学校技術・家庭科研究会会長賞、社団法人日

本機械学会会長賞、社団法人電気学会会長賞、社団法人軽金属学会会長賞、社団法人全国中学

校産業教育教材振興協会会長賞、財団法人大阪科学技術センター会長賞、社団法人日本アルミ

ニウム協会会長賞、日本産業技術教育学会奨励賞、日本産業技術教育学会努力賞、 日本産業

技術教育学会特別賞を選びました。その結果２９作品が選ばれ、内訳は小学校が３作品、中学

校が16作品、高等学校が10作品でした。詳細は本作品集の「受賞作品等一覧」をご覧下さい。

今年度の作品の特徴をまとめますと、例年通り、電力を利用した作品が最も多かったですが、

太陽光や風力などの自然のエネルギーを利用した作品も増え、児童・生徒達が応募用紙に書い

た動機や目的にも、「地球にやさしい作品を提案したい」、「環境のことを考え、このアイデア

が生まれた」等の記載が多数見受けられたことから、児童・生徒の環境問題への関心が増して

いることが伺えました。また、位置エネルギーや人力、静電気などをエネルギー源とした作品

が散見されたのも今年度の特徴といえます。

応募作品を学年別で見てみてみますと、中学校の場合は、１年生は技術という科目に触れた

ばかりであり、また３年生は受験が控えているためか、２年生の応募作品が1番多くなりまし

た。そして、学年が上がるごとに利用するエネルギーの種類も増え、内容としても太陽光やバ

イオマスなどについての化学的知識が必要なエネルギー変換を利用した作品もあり、学習して

きたことを積極的に取り入れ、作品に生かそうとしている姿勢が伺えます。また、今回は小学

校１年生の応募作品も多数寄せられ、このエネコンを通じて「技術科」のない小学生にも、エ

ネルギー変換に興味・関心を持ち、技術作品を制作する事を通したものづくりの面白さを体験

してもらえたのではと考えています。

このように、様々なエネルギーの変換や、身近な製品の再利用によるものづくり、さらに、

児童・生徒自らがこれからの資源問題や環境問題にどの様に取り組んでいけば良いのかなどに

ついて考えることを通した「エネルギーを利用した」作品が多くなったのが今回のエネコン11

の大きな特徴であると考えています。

７．謝　　辞
実行副委員長　吉 田 誠

『第11回技術教育創造の世界「エネルギー利用」技術作品コンテスト』（以下エネコン11）

は、ものをつくる体験が益々希薄になっている社会において、多くの子どもたちに自発的に

「ものづくり」に取り組める機会を提供することと、小・中・高等学校における技術教育に対

する国民的理解の浸透を図ることを目的として実施されました。

エネコン11は、大阪教育大学で行われました２回の審査会〔９月23日、10月18日〕と、アジ

ア太平洋トレードセンター（ＡＴＣ）で行われました表彰式と作品展示〔11月２・３日〕をも

って無事終了することができました。これもひとえにご支援、ご協力を賜った多くの方々のお

陰と、深く御礼申し上げます。

昨年度に、橋本孝之会長より実行委員に指名され、茨城大学において実施されましたエネコ

ン10を大阪教育大学の山本勇先生と共に見学させていただきました。エネコン10では、日立シ

ビックセンターやつくば国際会議場で、作品展示会、審査会、表彰式などが盛大に行われ、見

事なまでの会場運営で多くの成果をあげられ、成功裏の内に終了されましたのを見まして、こ
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れほど権威のあるコンテストを来年度に我々が遂行することができるのかという大きな不安感

を抱きました。エネコン11は大阪教育大学と奈良教育大学の共同体制ということで、準備面や

運営面でうまくいくだろうか、また、出品作品が今まで通り多く集まるだろうかというのも大

きな不安要素でした。

エネコンの運営が我々にバトンタッチされてから、一番心配しておりました表彰式の会場に

つきましては、山本勇実行委員長のご尽力で、『さんフェア大阪2008』の会場の一角にコーナ

ーを設けていただくことになり、ほっといたしました。大阪教育大学と奈良教育大学によりま

す運営の共同体制も両大学が地理的に近いこともあり、連絡なども取りやすかったのでほとん

ど問題はありませんでした。応募作品については、エネコン10から小学校部門を設け、中・高

等学校だけでなく広い年齢層から出品していただくことになり、今回も多くの学校から応募が

ありました。出品していただいた皆様は勿論のこと、熱心に指導していただいた先生方に心よ

り御礼申し上げます。今回の小・中学生の作品は、風力や太陽光をエネルギー源として利用し

ているものが多く、子ども達が最近のエネルギーや環境に関する問題を強く意識していると実

感されました。また、ユニークな発想やアイデアが生かされた作品も多かったように思います。

一方、高校生の応募作品数は昨年度と同程度でしたが、どの作品も技術的な完成度が高かった

ため、今後もレベルの高い作品の応募が益々多くなると期待しております。

不安要素ばかりの中からエネコン11がスタートしましたが、本コンテストの運営が無事に遂

行されましたのも、各方面より多くのお力添えをいただいたからだと思っております。とりわ

け文部科学省、経済産業省、中小企業庁、今年度よりご後援をいただいた特許庁からのお力添

えは、企画・運営をまかされました我々実行委員にとりまして大きな励みとなりました。さら

に共催していただいた全日本中学校技術・家庭科研究会、ご後援を賜りました多くの学会や関

係機関、表彰式の会場設営や運営に関して適切なご助言とご指導をいただいた大阪府教育委員

会、エネコン11の趣旨にご賛同いただき、資金面や物品面から多大なご支援を賜った協賛企業

各社に対しましても深甚な謝意を表します。

また、貴重なご意見や多くの激励の言葉をいただいた主催元であります日本産業技術教育学

会会長の橋本孝之先生、長年にわたってエネコンの審査委員長を務めておられます副会長の安

東茂樹先生、エネコン開催に当たり全面的にバックアップしていただいた近畿支部の先生方、

貴重なご助言を多数賜りました前年度ご担当の茨城大学教育学部技術教育担当の先生方、宮城

教育大学で行われました平成20年度全国大会でのエネコン展示室にて今後のエネコンに対する

貴重な意見をいただきました多くの先生方に改めてお礼申し上げます。

末筆になりましたが、エネコン11事務局の補佐的な仕事や、応募作品の整理、動作確認、審

査員への説明、保管、展示場所への搬送等、実務的な仕事を忙しい時期にもかかわらず積極的

に担当していただいた大阪教育大学と奈良教育大学の技術科担当教員、院生、学生の皆様方に

対しましても感謝の意を表します。

本年３月に告示された新学習指導要領では、中学校技術・家庭科技術分野の指導内容は４つ

の内容に集約され、すべての内容が必修となりました。このことは、社会におけるものづくり

やエネルギー消費の問題が重要視され、持続可能な社会を構築するための必然的な措置と捉え

ることができます。本エネコンの趣旨は新学習指導要領が目指している内容と合致していると

言え、本エネコンの取り組みは社会的ニーズとして今後益々重要なものになると確信しており

ます。次回以降の本コンテストが益々発展していきますことを心から願っております。
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【説明その１】 以下の項目にしたがって、作品の内容を説明して下さい。説明には必要に応じて写

真や図、イラスト等を加え、必ず指定された位置に作品の写真（複数可）をはり付け、わかりやす

く記述して下さい。

※昨年度までと項目を変更しています。ご注意下さい。
１．作品に利用したエネルギー（最も当てはまる内容を○でかこむ）

風力・太陽光・電力・バイオ・その他のエネルギー

２．作品を製作する上で参考となった点

３．製作の動機や使用目的

４．動機や目的を解決するために工夫や創造したところ

作品名：

学校名：

都道府県　　　　　　　　　市町村

個人名／団体名

作品の大きさと重量：　縦　　　　 横　　　　 高さ　　　　 重さ
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【説明その２】

５．作品を動かすための操作の手順

６．作品の写真

正面から見た写真を貼り付ける

上から見た写真を貼り付ける

側面から見た写真を貼り付ける

作品名：

学校名：

都道府県　　　　　　　　　市町村

個人名／団体名
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ものづくり日本！　第11回　技術教育創造の世界「エネルギー利用」技術作品コンテスト

応 募 用 紙

日本産業技術教育学会が主催する「エネルギー利用」技術作品コンテストに下記の作品を応募します。な

お、提出書類は日本産業技術教育学会等が行う今後の技術教育の普及活動に利用して差し支えありません。

作品名：

製作時の学校名：

学校種別（○で囲む）： 小学校　中学校　高校　高専　　学　年： 年（前年度３年は前３と記入）

個人・団体の別（○で囲む）：個人　団体（名称　　　　 ）

応募者名（全員）：

本作品の他のコンテストの受賞歴：

以下、教師・保護者記入欄　 ※指導された先生は、生徒が在学中に製作した作品であることをご確認いた

だき、記入・捺印をして下さい。

指導された教師：氏名　　　　　　　　　　　　　 印　　学校名

（小学生の作品のみ記入）製作に協力した保護者の氏名：氏名　　　　　　　　 印

都道
学校所在地：〒　　　 府県

学校連絡先：Tel            Fax

教師連絡先：Tel                     Fax

Ｅメール： ＠



部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名
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受賞作品等一覧

【文部科学大臣賞】

鳴門教育大学附属中学校

いの町立吾北中学校

瀬戸内町立与路中学校

大阪府立佐野工科高等学校

奈良県立王寺工業高等学校

３

３

２

３

前々３

現３

徳 島 県

高 知 県

鹿児島県

大 阪 府

奈 良 県

個　人

個　人

団　体

団　体

団　体

小野瀬　良佑

伊藤　達也

福井　亜未・榮　海帆

テキスタイル系課題研究

プロジェクト　Ｔ

電気研究部

自転車用方向指示

ヘルメット

紙揃え機

スーパーアンブレラ

安心君Ⅱ

廃プラスチック燃料車

燃料電池カー

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【経済産業省製造産業局長賞】

東近江市立五個荘小学校

奈良教育大学附属中学校

群馬県立桐生工業高等学校

６，４

３

３

滋 賀 県

奈 良 県

群 馬 県

団　体

個　人

団　体

よしか＆かんな

名倉　有葉

桐工ＦＣプロジェクトⅡ

クルクルエンジンカー２

蒸気エンジン発電機

桐工ミズタマーチ

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【中小企業庁長官賞】

つくば市立手代木南小学校

瀬戸内町立与路中学校

立命館守山中学校・

高等学校

３，６

２，３

前２

茨 城 県

鹿児島県

滋 賀 県

団　体

団　体

団　体

池田　香寿、池田　森羅

綾香＆奈都美

サイテッククラブ

バイオカートプロジェクトチーム

夢のエコ

キャンピングカー

Solar washing machine Ⅱ

（～かばくん～）

バイオカート

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【独立行政法人科学技術振興機構理事長賞】

呉市立昭和北中学校

大阪府立佐野工科高等学校

３

２

広 島 県

大 阪 府

団　体

団　体

北中技術部１年

ＰｒｏｊｅｃｔＭｊｒ

（プロジェクトＭジュニア）

地球の磁場を利用した

未来の動力と発電模型

発電負荷が少ない

小型発電機

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【特許庁長官賞】

可児市立蘇南中学校 ３岐 阜 県個　人 太田　和成 どこでも発電機
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部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【日本産業技術教育学会会長賞】

可児市立春里小学校

小野市立小野南中学校

東京都立練馬工業高等学校

２

１

３

岐 阜 県

兵 庫 県

東 京 都

個　人

個　人

団　体

吉田　有希

中村　みなみ

キャリア技術科

コンピュータ系列課題研究

じどうでクルクル

うちゅうりょこう

太陽熱扇風機

太陽光噴水デザイン

電波時計

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【全日本中学校技術・家庭科研究会会長賞】

横浜市立万騎が原中学校 ３神奈川県個　人 藤澤　航太 電動アシスト自転車

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【社団法人日本機械学会会長賞】

大阪府立佐野工科高等学校 ３大 阪 府個　人
テキスタイル系課題研究

プロジェクト　Ｔ
廃プラスチック燃料車

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【社団法人電気学会会長賞】

群馬県立桐生工業高等学校 ３群 馬 県団　体 桐工ＦＣプロジェクトⅡ 桐工ミズタマーチ

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【社団法人全国中学校産業教育教材振興協会会長賞】

呉市立昭和北中学校 ３広 島 県個　人 脇坂　健司
マルチ電源

冷温ボックス

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【財団法人大阪科学技術センター会長賞】

神戸大学発達科学部附属

明石中学校
３兵 庫 県個　人 岩本　脩 充電トレーナー

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【社団法人日本アルミニウム協会会長賞】

三田市立長坂中学校 ３兵 庫 県個　人 的場　諒 小型洗濯乾燥機

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【社団法人軽金属学会会長賞】

該当作品なし
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部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【日本産業技術教育学会奨励賞】

瀬戸内町立与路中学校

狭山市立山王中学校

広島県立宮島工業高等学校

２

３

１，２

鹿児島県

埼 玉 県

広 島 県

個　人

個　人

団　体

東　哲平

尾崎　拓也

自動車部

ハイブリッド

ケミカランプ

空気エネルギーを使って

ラジオをならそう！

～地球にやさしいラジオ～

サイクロイドカー

部 門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

【日本産業技術教育学会努力賞】

筑波大学附属中学校

広島県立広島中学校

神戸市立科学技術高等学校

１

１

３

東 京 都

広 島 県

兵 庫 県

個　人

個　人

個　人

佐々木　隆飛

平川　愛美

戎丸屋　勇揮

光通信機

太陽電池乾燥ハンガー

いらいら目覚まし時計

都道府県 学　校　名 指導者名

【日本産業技術教育学会特別賞　優秀指導者賞】

奈良教育大学附属中学校

三田市立長坂中学校

筑波大学附属中学校　

呉市立昭和北中学校

瀬戸内町立与路中学校

奈 良 県

兵 庫 県

東 京 都

広 島 県

鹿 児 島

北川　雅尚

浅田　寿展

佐俣　　純

湊　　和昭

牟田　典丘

都道府県 学　校　名 指導者名

【日本産業技術教育学会特別賞　優秀指導者奨励賞】

東大阪市立弥刀東小学校　

小野市立小野南中学校　

大阪府立佐野工科高等学校

大 阪 府

兵 庫 県

大 阪 府

勝屋　涼子

福田　　豊

山田　啓次



3

1

2

2

2

2

個人

個人

個人

団体

個人

個人

福島県

茨城県

茨城県

茨城県

埼玉県

埼玉県

会津若松市立第二中学校

常陸大宮市立山方中学校

常陸大宮市立山方中学校

古河市立三和中学校

さいたま市立大谷場中学校

さいたま市立泰平中学校

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

茨城県

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

歩くティラノサウルス

おうちカー

ドラゴンボールカー

びっくりばこカー

わんわんカー

きょうりゅうカー

スーパーカー

かいじゅうカー

ポケモンカー

きょだいカー

くつカー

ピカチューカー

おしろカー

寺　門　優　介

伯　水　　　澪

田　中　虎　流

本　澤　美　紅

古　志　侑　樹

田　村　優　真

林　　　雄　大

三　好　俊　輔

太　田　有　祐

竹　内　　　優

又　野　颯　太

安　田　かえで

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

日立市立塙山小学校

東大阪市立弥刀東小学校

東大阪市立弥刀東小学校

東大阪市立弥刀東小学校

東大阪市立弥刀東小学校

東大阪市立弥刀東小学校

東大阪市立弥刀東小学校

東大阪市立弥刀東小学校

東大阪市立弥刀東小学校

東大阪市立弥刀東小学校

東大阪市立弥刀東小学校

東大阪市立弥刀東小学校

東大阪市立弥刀東小学校
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【入選】

小学校の部
部門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

中学校の部
部門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

１２秒時計

シンガーソングライター

耳か機

永久機関！？
エンドレス水掛け装置

キンキンに冷える君

電動はたき

長谷川　智　紀

大　森　悠　資

男子ソフトテニス部２年
山口純平・西村鐘太・金湖拓土
高橋尚人・染谷浩太郎・吉葉凌太
真坂　光・木村辰也・重田龍之介
高瀬　颯・増田拓也・関根渓太
小倉将平

小山田　恵　太

佐　藤　圭　太



― 18 ―

部門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

団体

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

団体

個人

個人

団体

個人

個人

埼玉県

埼玉県

埼玉県

埼玉県

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

神奈川県

岐阜県

岐阜県

ミラクルボックス

風呂ブザー

ケータイ忘れ防止ｂｏｘ

小型掃除機

虫よけリュック

水撒きマシーンＺ

ソーラーそうめん流し機

神童

エコ型自動水やり器

服内エアコン

牧場のエコハウス

ペルチェ素子を使った
地球に優しい車

スターリングエンジンカー

携帯プラネタリウム

美声に聞こえるマイク

雨降り感知機

アクリル蛍光灯

アクリル蛍光灯

日本のザリガニを守る
アメリカザリガニ双胴式捕獲船

簡単！ポリ袋ホバークラフト

ＦＭトランスミッタを使った
携帯電話

埼玉県さいたま市立三橋中学校
科学技術部
天野祐嗣・加藤孝英・田野倉圭亮
三浦慶紀・横溝哲也・島田健太
藤澤　達・熊谷比呂人・小林真道
佐々木未夢・松岡祐司・小見星司
野沢一幸・田島聖士・松本啓岐
水島宏紀

山　口　達　也

市　川　真　吾

長　嶋　眞　愛

飯　倉　基　弘

銭　本　隼　空

佐和田　力　丸

岡　本　俊　英

小　林　雅　郷

笠　原　　　将

松　本　由　美

居　作　和　昌

小　勝　千　尋

岡　崎　泰　臣

Si-Ⅱ（西郷真悠子・坂井友紀）

岩　城　鮎　香

岡　野　沙　織

川崎市立橘中学校
ロボット工作部
江頭駿哉・内川直也・渡邊政樹
船倉多聞

松　本　和　也

大　野　　　翼

2・3

1

2

2

2

1

3

2

1

3

3

2

1

1

1

2

3

3

1

1

1

さいたま市立三橋中学校

鶴ヶ島市立藤中学校

所沢市立中央中学校

所沢市立中央中学校

筑波大学附属中学校

筑波大学附属中学校

筑波大学附属中学校

筑波大学附属中学校

筑波大学附属中学校

筑波大学附属中学校

筑波大学附属中学校

筑波大学附属中学校

筑波大学附属中学校

筑波大学附属中学校

筑波大学附属中学校

筑波大学附属中学校

練馬区立大泉中学校

練馬区立大泉中学校

川崎市立橘中学校

可児市立蘇南中学校

岐阜大学教育学部附属中学校
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部門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

個人

個人

個人

個人

個人

個人

団体

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

団体

静　岡

京都府

大阪府

大阪府

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

兵庫県

競技用ロボット
（H20年度ルール創造ものづくり全国大会A-1）

エコ自家発電歯車アート

猫取りネズミα＆
掃除道具らしきもの

ふぶきの夜に

家は涼しく犬は喜ぶ
エサやり機

手作り冷風扇

世界へ貢献！梵天丸

ソーラー扇風機

電動万華鏡！ＢＩＧ！

災害用ヘッドライト

自動えさやり機

ピカッとハブラシ立て

リニアモーター

風で動くロボット

太陽光，湯沸かしクン

スターリングエンジン自動車

二輪型水力発電

スチーム船

ろうそくのメリーゴーランド

半自動ほうき

車（センサーＣａｒ）

まわるんです

リニアモーター

ヘロンの噴水

佐　藤　大　輝

山　岡　大　樹

石　田　蒼　波

柴　田　夏　那

森　林　俊　哉

依　藤　駿　輔

井上　将志・加賀　拓也

増　田　圭　宏

稲　田　尚　徳

白　石　翔　大

堀　井　慎　也

喜　多　幸　子

喜　多　智　明

田　中　亮　輔

塚　本　　　諒

宮　本　達　弥

東　角　充　子

田　中　秀　憲

石名田　遥　香

安　田　渓　斗

塩　見　文　菜

今　安　愛　貴

西　牧　佑　哉

女子卓球部（米村充未・奥山ちほ）

3

3

2

3

3

3

2

3

2

3

3

3

2

3

3

3

3

3

3

2

2

2

1

2

藤枝市立西益津中学校

京都市立嵯峨中学校

阪南大学高等学校中等部

箕面市立第五中学校

小野市立小野南中学校

小野市立小野南中学校

小野市立小野南中学校

小野市立小野南中学校

小野市立小野南中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

三田市立長坂中学校

篠山市立篠山中学校

篠山市立篠山中学校
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部門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

団体

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

兵庫県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

コーヒーカップ

静電気発電機

リニアモーターカプセル

水力自動餌やり機

昇降機

発電式時計

掃除ロボット

シェイプメモリー車

Good sleep with lamp

風力発電車

太陽光アロマポッド

エコスピーカー

ソーラーハウス

comfort house（快適な家）

バイオコタツ

太陽光携帯電話充電器

ゲルマニウムアンブレラ

new windmill

風神雷神

手回し懐中電灯

発電機で動く犬

ソーラーもちつき機

静電気でくるくるまわる

発電ボイスレコーダー

ピース大垣
上村大樹・大西俊輝・大垣宏介

岡　本　大　陸

向　　　珠　月

小　林　眞　奈

枡　井　悠　子

板　戸　友　香

古　川　紫　穂

徳　光　未来人

川　本　紘　子

角　田　光　陽

山　本　理　紗

朴　　　聖　希

重　森　まゆな

中　井　りつこ

橋　口　佳　実

松　田　脩　平

小和田　燿　彰

木　本　　　彩

松　井　友　昭

宮　本　珠　代

鈴　木　佳　織

野　村　泰　嵩

福　益　拓　也

2

2

3

2

3

3

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

3

3

篠山市立篠山中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校
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部門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

団体

団体

個人

団体

団体

団体

個人

団体

個人

団体

団体

個人

個人

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

広島県

広島県

広島県

広島県

広島県

広島県

徳島県

徳島県

徳島県

徳島県

徳島県

徳島県

徳島県

徳島県

徳島県

高知県

沖縄県

沖縄県

太陽光を使った
打ち水マシーン

自動水やり機

手動発電機

備長炭電池カー

くるくるクリーン

発電サンダル

ＩＨコースター

冷却装置付きボトル缶

立体地場観察ボトル

電動投げ縄機

ペットボトルのふた開け機

自動タイル磨き

アイスくん

雨降りセンサー

テニスボール回収ロボット

ここからは立入禁止

これで安全！ＬＥＤ傘

センサーライト

ウォームマン

電気自動車フェラーリ

太陽ポンプ

昼夜走るエコ船

濱　田　友　紀

大　越　万都華

奥　野　剛　之

辻　　　陽　平

荒　上　夏　奈

倉　見　航　平

渡　部　和　敏

川　口　裕　充

渡　部　和　敏

技術・文化部
梶　聖人・倉本稔己・助守田優
金谷健士・飛鳥達也・田中　龍
二宮雅之・三原亮太郎

中尾　亮太・濱田　　巧
友成　優太

久　木　直　人

平島　瑛織・野間　隆礼
川野　知樹

小松　　輝・西條　一真
小林　由季

矢野　喬之・長浜　拓人

澤　本　真　菜

松本　愛子・藤川　友里

小　泉　　　翔

技術部（一宮博紀・小野瀬良佑）

選択技術（原　　卓・都築雅人）

座　波　辰太朗

上　原　裕　仁

3

3

3

3

3

1

3

1

3

2・1

2

2

2

2

2

2

2

1

3

3

1

3

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

奈良教育大学附属中学校

呉市立仁方中学校

呉市立昭和北中学校

呉市立昭和北中学校

呉市立昭和北中学校

呉市立昭和北中学校

広島市立高取北中学校

徳島県立城ノ内中学校

徳島県立城ノ内中学校

徳島県立城ノ内中学校

徳島県立城ノ内中学校

徳島県立城ノ内中学校

徳島県立城ノ内中学校

徳島県立城ノ内中学校

徳島市北井上中学校

鳴門教育大学附属中学校

大豊町立大杉中学校

琉球大学教育学部
附属中学校

琉球大学教育学部
附属中学校



団体

団体

団体

埼玉県

広島県

山口県
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高等学校の部
部門 都道府県 学　校　名 学年 個人・団体名 作　品　名

不思議な箱

バイオエタノール及び
蒸溜装置

どこでもアイシング～！

金子　治樹

課題研究エコ班
大幸隆三・鶴村勇太・西田祐樹
前川光輝・吉岡誠悟

メカトロ同好会
竹田京平・徳永竜也・津田野悟史
西川祐貴・阿部弘孝・田村　翔
藤原玄徳・樋本海

1

3

2・3

浦和実業学園高等学校

広島県立
広島工業高等学校

山口県立
下関工業高等学校
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文部科学大臣賞
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文部科学大臣賞
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文部科学大臣賞
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文部科学大臣賞
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文部科学大臣賞
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経済産業省製造産業局長賞
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経済産業省製造産業局長賞
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経済産業省製造産業局長賞
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特許庁長官賞
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中小企業庁長官賞
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中小企業庁長官賞
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中小企業庁長官賞
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独立行政法人科学技術振興機構理事長賞
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独立行政法人科学技術振興機構理事長賞
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日本産業技術教育学会会長賞
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日本産業技術教育学会会長賞
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日本産業技術教育学会会長賞
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全日本中学校技術・家庭科研究会会長賞
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社団法人日本機械学会会長賞
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社団法人電気学会会長賞
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社団法人全国中学校産業教育教材振興協会会長賞



― 44 ―

財団法人大阪科学技術センター会長賞



― 45 ―

社団法人日本アルミニウム協会会長賞



― 46 ―

日本産業技術教育学会奨励賞
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日本産業技術教育学会奨励賞
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日本産業技術教育学会奨励賞
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日本産業技術教育学会努力賞
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日本産業技術教育学会努力賞
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日本産業技術教育学会努力賞



― 52 ―

入　　　選

個人・団体名：寺　門　優　介

作　品　名：歩くティラノサウルス

学　校　名：日立市立塙山小学校

個人・団体名：伯　水　　　澪

作　品　名：おうちカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校

個人・団体名：田　中　虎　流

作　品　名：ドラゴンボールカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校

個人・団体名：本　澤　美　紅

作　品　名：びっくりばこカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校

個人・団体名：

作　品　名：わんわんカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校

個人・団体名：古　志　侑　樹

作　品　名：きょうりゅうカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校
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入　　　選

個人・団体名：田　村　優　真

作　品　名：スーパーカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校

個人・団体名：林　　　雄　大

作　品　名：かいじゅうカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校

個人・団体名：三　好　俊　輔

作　品　名：ポケモンカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校

個人・団体名：太　田　有　祐

作　品　名：きょだいカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校

個人・団体名：竹　内　　　優

作　品　名：くつカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校

個人・団体名：又　野　颯　太

作　品　名：ピカチューカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校
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入　　　選

個人・団体名：安　田　かえで

作　品　名：おしろカー

学　校　名：東大阪市立弥刀東小学校

個人・団体名：長谷川　智　紀

作　品　名：１２秒時計

学　校　名：会津若松市立第二中学校

個人・団体名：

作　品　名：シンガーソングライター

学　校　名：常陸大宮市立山方中学校

個人・団体名：大　森　悠　資

作　品　名：耳か機

学　校　名：常陸大宮市立山方中学校

個人・団体名：男子ソフトテニス部２年

作　品　名：永久機関！？エンドレス水掛け装置

学　校　名：古河市立三和中学校

個人・団体名：小山田　恵　太

作　品　名：キンキンに冷える君

学　校　名：さいたま市立大谷場中学校
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入　　　選

個人・団体名：佐　藤　圭　太

作　品　名：電動はたき

学　校　名：さいたま市立泰平中学校

個人・団体名：埼玉県さいたま市立三橋中学校科学技術部

作　品　名：ミラクルボックス

学　校　名：さいたま市立三橋中学校

個人・団体名：山　口　達　也

作　品　名：風呂ブザー

学　校　名：鶴ヶ島市立藤中学校

個人・団体名：市　川　真　吾

作　品　名：ケータイ忘れ防止box

学　校　名：所沢市立中央中学校

個人・団体名：長　嶋　眞　愛

作　品　名：小型掃除機

学　校　名：所沢市立中央中学校

個人・団体名：飯　倉　基　弘

作　品　名：虫よけリュック

学　校　名：筑波大学附属中学校
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入　　　選

個人・団体名：銭　本　隼　空

作　品　名：水撒きマシーンＺ

学　校　名：筑波大学附属中学校

個人・団体名：佐和田　力　丸

作　品　名：ソーラーそうめん流し機

学　校　名：筑波大学附属中学校

個人・団体名：岡　本　俊　英

作　品　名：神童

学　校　名：筑波大学附属中学校

個人・団体名：小　林　雅　郷

作　品　名：エコ型自動水やり器

学　校　名：筑波大学附属中学校

個人・団体名：笠　原　　　将

作　品　名：服内エアコン

学　校　名：筑波大学附属中学校

個人・団体名：松　本　由　美

作　品　名：牧場のエコハウス

学　校　名：筑波大学附属中学校
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入　　　選

個人・団体名：

作　品　名：ペルチェ素子を使った地球に優しい車

学　校　名：筑波大学附属中学校

個人・団体名：居　作　和　昌

作　品　名：スターリングエンジンカー

学　校　名：筑波大学附属中学校

個人・団体名：小　勝　千　尋

作　品　名：携帯プラネタリウム

学　校　名：筑波大学附属中学校

個人・団体名：岡　崎　泰　臣

作　品　名：美声に聞こえるマイク

学　校　名：筑波大学附属中学校

個人・団体名：Si-Ⅱ

作　品　名：雨降り感知機

学　校　名：筑波大学附属中学校

個人・団体名：岩　城　鮎　香

作　品　名：アクリル蛍光灯

学　校　名：練馬区立大泉中学校
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入　　　選

個人・団体名：岡　野　沙　織

作　品　名：アクリル蛍光灯

学　校　名：練馬区立大泉中学校

個人・団体名：川崎市立橘中学校ロボット工作部

作　品　名：日本のザリガニを守るアメリカザリガニ双胴式捕獲船

学　校　名：川崎市立橘中学校

個人・団体名：松　本　和　也

作　品　名：簡単！ポリ袋ホバークラフト

学　校　名：可児市立蘇南中学校

個人・団体名：大　野　　　翼

作　品　名：FMトランスミッタを使った携帯電話

学　校　名：岐阜大学教育学部附属中学校

個人・団体名：佐　藤　大　輝

作　品　名：競技用ロボット（H２０年度ルール創造ものづくり全国大会A-１）

学　校　名：藤枝市立西益津中学校

個人・団体名：山　岡　大　樹

作　品　名：エコ自家発電歯車アート

学　校　名：京都市立嵯峨中学校
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入　　　選

個人・団体名：石　田　蒼　波

作　品　名：猫取りネズミα＆掃除道具らしきもの

学　校　名：阪南大学高等学校中等部

個人・団体名：柴　田　夏　那

作　品　名：ふぶきの夜に

学　校　名：箕面市立第五中学校

個人・団体名：森　林　俊　哉

作　品　名：家は涼しく犬は喜ぶエサやり機

学　校　名：小野市立小野南中学校

個人・団体名：依　藤　駿　輔

作　品　名：手作り冷風扇

学　校　名：小野市立小野南中学校

個人・団体名：井上　将志・加賀　拓也

作　品　名：世界へ貢献！梵天丸

学　校　名：小野市立小野南中学校

個人・団体名：増　田　圭　宏

作　品　名：ソーラー扇風機

学　校　名：小野市立小野南中学校
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入　　　選

個人・団体名：稲　田　尚　徳

作　品　名：電動万華鏡！BIG！

学　校　名：小野市立小野南中学校

個人・団体名：白　石　翔　大

作　品　名：災害用ヘッドライト

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：堀　井　慎　也

作　品　名：自動えさやり機

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：喜　多　幸　子

作　品　名：ピカッとハブラシ立て

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：喜　多　智　明

作　品　名：リニアモーター

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：田　中　亮　輔

作　品　名：風で動くロボット

学　校　名：三田市立長坂中学校
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入　　　選

個人・団体名：塚　本　　　諒

作　品　名：太陽光，湯沸かしクン

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：的　場　　　諒

作　品　名：小型洗濯乾燥機

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：宮　本　達　弥

作　品　名：スターリングエンジン自動車

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：東　角　充　子

作　品　名：二輪型水力発電

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：田　中　秀　憲

作　品　名：スチーム船

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：石名田　遥　香

作　品　名：ろうそくのメリーゴーランド

学　校　名：三田市立長坂中学校
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入　　　選

個人・団体名：安　田　渓　斗

作　品　名：半自動ほうき

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：塩　見　文　菜

作　品　名：車（センサーＣａｒ）

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：今　安　愛　貴

作　品　名：まわるんです

学　校　名：三田市立長坂中学校

個人・団体名：西　牧　佑　哉

作　品　名：リニアモーター

学　校　名：篠山市立篠山中学校

個人・団体名：女子卓球部

作　品　名：ヘロンの噴水

学　校　名：篠山市立篠山中学校

個人・団体名：ピース大垣

作　品　名：コーヒーカップ

学　校　名：篠山市立篠山中学校
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入　　　選

個人・団体名：岡　本　大　陸

作　品　名：静電気発電機

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：向　　　珠　月

作　品　名：リニアモーターカプセル

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：小　林　眞　奈

作　品　名：水力自動餌やり機

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：枡　井　悠　子

作　品　名：昇降機

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：板　戸　友　香

作　品　名：発電式時計

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：古　川　紫　穂

作　品　名：掃除ロボット

学　校　名：奈良教育大学附属中学校
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入　　　選

個人・団体名：徳　光　未来人

作　品　名：シェイプメモリー車

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：川　本　紘　子

作　品　名：Good sleep with lamp

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：角　田　光　陽

作　品　名：風力発電車

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：山　本　理　紗

作　品　名：太陽光アロマポッド

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：朴　　　聖　希

作　品　名：エコスピーカー

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：重　森　まゆな

作　品　名：ソーラーハウス

学　校　名：奈良教育大学附属中学校
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入　　　選

個人・団体名：

作　品　名：comfort house（快適な家）

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：中　井　りつこ

作　品　名：バイオコタツ

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：橋　口　佳　実

作　品　名：太陽光携帯電話充電器

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：松　田　脩　平

作　品　名：ゲルマニウムアンブレラ

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：小和田　燿　彰

作　品　名：new windmill

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：木　本　　　彩

作　品　名：風神雷神

学　校　名：奈良教育大学附属中学校
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入　　　選

個人・団体名：松　井　友　昭

作　品　名：手回し懐中電灯

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：宮　本　珠　代

作　品　名：発電機で動く犬

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：鈴　木　佳　織

作　品　名：ソーラーもちつき機

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：野　村　泰　嵩

作　品　名：静電気でくるくるまわる

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：福　益　拓　也

作　品　名：発電ボイスレコーダー

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：濱　田　友　紀

作　品　名：太陽光を使った打ち水マシーン

学　校　名：奈良教育大学附属中学校
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入　　　選

個人・団体名：大　越　万都華

作　品　名：自動水やり機

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：奥　野　剛　之

作　品　名：手動発電機

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：辻　　　陽　平

作　品　名：備長炭電池カー

学　校　名：奈良教育大学附属中学校

個人・団体名：荒　上　夏　奈

作　品　名：くるくるクリーン

学　校　名：呉市立仁方中学校

個人・団体名：倉　見　航　平

作　品　名：発電サンダル

学　校　名：呉市立昭和北中学校

個人・団体名：渡　部　和　敏

作　品　名：IHコースター

学　校　名：呉市立昭和北中学校
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入　　　選

個人・団体名：川　口　裕　充

作　品　名：冷却装置付きボトル缶

学　校　名：呉市立昭和北中学校

個人・団体名：渡　部　和　敏

作　品　名：立体地場観察ボトル

学　校　名：呉市立昭和北中学校

個人・団体名：技術・文化部

作　品　名：電動投げ縄機

学　校　名：広島市立高取北中学校

個人・団体名：中尾亮太・濱田　巧・友成優太

作　品　名：ペットボトルのふた開け機

学　校　名：徳島県立城ノ内中学校

個人・団体名：久　木　直　人

作　品　名：自動タイル磨き

学　校　名：徳島県立城ノ内中学校

個人・団体名：平島瑛織・野間隆礼・川野知樹

作　品　名：アイスくん

学　校　名：徳島県立城ノ内中学校
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入　　　選

個人・団体名：小松　輝・西條一真　小林由季

作　品　名：雨降りセンサー

学　校　名：徳島県立城ノ内中学校

個人・団体名：矢野喬之・長浜拓人

作　品　名：テニスボール回収ロボット

学　校　名：徳島県立城ノ内中学校

個人・団体名：澤　本　真　菜

作　品　名：ここからは立入禁止

学　校　名：徳島県立城ノ内中学校

個人・団体名：松本愛子・藤川友里

作　品　名：これで安全！ＬＥＤ傘

学　校　名：徳島県立城ノ内中学校

個人・団体名：小　泉　　　翔

作　品　名：センサーライト

学　校　名：徳島市北井上中学校

個人・団体名：技術部

作　品　名：ウォームマン

学　校　名：鳴門教育大学附属中学校
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入　　　選

個人・団体名：選択技術

作　品　名：電気自動車フェラーリ

学　校　名：大豊町立大杉中学校

個人・団体名：座　波　辰太朗

作　品　名：太陽ポンプ

学　校　名：琉球大学教育学部附属中学校

個人・団体名：上　原　裕　仁

作　品　名：昼夜走るエコ船

学　校　名：琉球大学教育学部附属中学校

個人・団体名：金　子　治　樹

作　品　名：不思議な箱

学　校　名：浦和実業学園高等学校

個人・団体名：課題研究エコ班

作　品　名：バイオエタノール及び蒸溜装置

学　校　名：広島県立広島工業高等学校

個人・団体名：メカトロ同好会

作　品　名：どこでもアイシング～！

学　校　名：山口県立下関工業高等学校
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